
             

 

 

     「プラスチック資源循環促進法」の対象 12 品目に対応した 

2023 年度 プラスチック使用量の削減計画 
 

 帝国ホテルは、2022 年 4 月より施行された「プラスチック資源循環促進法」に則り、直営 

4 事業所（東京・大坂・上高地・柏）において、剃刀、歯ブラシ、ヘアブラシなどの客室アメニ

ティを竹製・木製に切り換えています。また、シャワーキャップや衣類用カバーなどには 

植物由来の製品を採用するなど、対象 12 品目におけるプラスチック使用量削減を順次進め、 

年間で約 11 トン（約 70.2％、対 2019 年度比）の削減の計画を達成しました。 

2022 年度計画 削減量 11.1t（削減率▲70.2％） 

   2022 年度実績  〃  11.2t（削減率▲70.9％）     

2023 年度の削減目標率は 85.1％と据え、すべて切り替えが完了する 2024 年度は当初の計画 

通り 2019 年度比▲87.5％を見込みます。 

 

【対象 12品目のプラスチック使用量削減効果見込み】 
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